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事r春新

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
平
成

6
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
当
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

念
願
の
北
鬼
江
吉
島
線
立
体
交
差
の

完
成
な
ど
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
事

平
成

6
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
激
動
と
変
動
の
時
代
」

と
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
国
際
及
び
国

内
情
勢
と
も
に
多
様
な
年
で
あ
り
ま

し
た
。
今
年
は
新
し
い
社
会
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
に
向
っ
て
、
力
強
い
第

一
歩
を
踏
み
出
す
年
で
あ
り
た
い
と

魚
津
市
長

石

精

l
 

l
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業
が
順
調
に
進
捗
し
ま
し
た
こ
と
は
、

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

支
援
の
賜
も
の
で
あ
り
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
と
い
う
大
き
な
潮

流
の
中
で
、
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
が
実

感
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
は
、
自

治
体
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
と

魚
津
市
議
会
議
長

j畢

崎

尚

武

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
方
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
も

依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た

め
重
要
課
題
の
実
現
に
向
け
て
一
歩

一
歩
確
実
に
取
り
組
み
、
本
市
の
グ

レ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
期
す
る
よ
う
最
大

の
努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
す
う
勢
と
多

様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
な
が
ら
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
に
つ

つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
遁
進

す
る
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
は
、
待
望
久
し
い
県
東
部
地

域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
中
核
を
な

す
新
川
文
化
ホ

i
ル
(
仮
称
)
を
始
め
、

消
防
合
同
庁
舎
、
魚
津
駅
地
下
道
線

の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
懸
案
の
人
口
対
策
と
し
て
、
住

宅
団
地
及
び
企
業
団
地
を
想
定
し
た

中
山
間
地
の
開
発
並
び
に
人
の
交
流

施
設
と
し
て
、
産
業

・
経
済
、
ス
ポ

近
年
、
人
々
の
心
は
、
物
的
豊
か

き
か
ら
心
の
豊
か
き
を
求
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
、
日
月

オ
ー
プ
ン
予
定
の
新
川
文
化
ホ
ー
ル

(
仮
称
)
は
、
県
東
部
の
中
核
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
顔
と
し
て
、

市
民
の
心
に
「
ゆ
と
り
」
を
持
た
せ

て
く
れ
る
文
化
の
殿
堂
、
市
民
の
オ

ア
シ
ス
と
し
て
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
に
当
た
り
私
た
ち
議
員
一
同
は
、

活
力
あ
る
魚
津
市
創
出
に
全
力
を
傾

注
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
方
の
相
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

ー
ツ

・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

、
文
化

等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
地
域
聞
の
交

流
を
促
進
さ
せ
る
テ
ク
ノ

・
ス
ポ
ー

ツ
ド

l
仏
(
仮
称
)
建
設
事
業
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
と
共
に
、
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。魚

津
市
議
会
議
員
一
同

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
一
同
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
個
々
の
年
賀
状
の
ご
挨
拶
を
自
粛

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

芳』い
。

な
お
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
温
か

い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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市
政
の
動
き
ロ
月
市
議
会
定
例
会

ロ
月
市
議
会
定
例
会
は
、

6
日
か
ら
初
固
ま
で
の
何
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
日
議
案
の
ほ
か
、
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
た
平
成

4
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
な
ど
決
算
認
定
に
か
か
る
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
案
件

6
9
3
万
1
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
1
7
7
億

3
、

2
7
1
万
円
と
す
る
も
の
で
、
そ
の

主
な
内
容
は
、

地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
た
社
会
福
祉
基
金
及

び
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
費
の
積
立
金
2
億
5
、

6
0
0
万
円
、
除
雪
経

費
l
億

4
、

8
6
0
万

円
、
沿
岸
地
域
水
産
物

付
加
価
値
向
上
対
策
事

業
費
l
億
1
、
9
8
0
万

円
、
冷
害
及
び
漁
獲
不

振
対
策
費
1
、
1
2
0

円
、
人
事
院
勧
告
に
よ

る
職
員
の
給
与
改
定
経

費
4
、
9
3
0
万
円
、

災
害
復
旧
事
業
費
等
を

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補

正
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
7
億

6
、

広報うあ、づ(3) 

計
上
。

債
務
負
担
行
為
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン

グ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
計
画
の
委

託
料
と
し
て
6
4
2
万
8
千
円
、
国

の
債
務
負
担
行
為
に
伴
う
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
3
、
0
4

5
万
円

を
設
定
。

総
務
費

リ
l
デ
ィ
ン
グ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
計
画
策
定
費
3
8
0
万
円
、
地

域
づ
く
り
推
進
事
業
基
金
積
立
金
1

億

6
0
0
万
円
、
魚
津
駅
西
地
区
保

留
地
取
得
事
業
費
4
、
0
3
0
万
円
、

市
税
還
付
金
3
5
0
万
円
を
計
上
。

民
生
費

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
1
億
5
、

0
0
0
万
円
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
実
施
委
託
料
4
2
0
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
へ
の
繰
出

金
1
、
2
8
0
万
円
を
計
上
。

衛
生
費

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
6

0
0
万
円
を
計
上
。

農
林
水
産
業
費

冷
害
及
び
漁
獲
不
振
対
策
費
1
、

1
2
0
万
円
、
冷
害
地
域
等
緊
急
整

備
農
業
構
造
改
善
事
業
費
1
、
4
8

0
万
円
、
土
地
改
良
事
業
等
補
助
金

3
、
7
9
0
万
円
、

農
業
集
落
排
水

事
業
会
計
繰
出
金
3
9
0
万
円
を
計

上
。

土
木
費

魚
津
中
央
線
道
路
改
良
事
業
費
3
、

0
0
0
万
円
を
計
上
。

教
育
費

総
合
体
育
館
及
び
温
水
プ
ー
ル
の

修
繕
料
7
0
0
万
円
を
計
上
。

災
害
復
旧
費

農
林
施
設
及
び
土
木
施
設
の
復
旧

費
3
、
5
0
0
万
円
を
計
上
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

地
方
交
付
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
財
政
収

入
、
寄
付
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及

び
市
債
を
充
当
し
ま
す
。

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
老
人
保
健
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
水
族
館
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

マ
平
成

5
年
度
魚
津
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

マ
魚
津
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
職
員
退
職
年
金
等
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
市
芸
術
文
化
施
設
建
設
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

同

ニ主主

忠、

マ
魚
津
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

魚
津
市
本
江
千
九
百
二
十
五
番
地

中

村

喜

-

氏

案

件

マ
魚
津
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

魚
津
市
北
中
八
十
一
番
地

寺

田

良

作

氏
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友
好
親
善
の
訪
問
を
終
え
て

友
好
親
善
都
市
盟
約
締
結

5
周
年
を
記

念
し
て
実
施
し
ま
し
た
「
第

3
回
チ
ェ
ン

マ
イ

・
魚
津
友
好
親
善
の
翼
」
に
、
教
育
・

文
化
・

ス
ポ
ー
ツ

・
産
業

・
社
会

・
医
療
・

福
祉
な
ど
市
内
の
各
界
代
表
者
と
と
も
に
、

日
月
お
日
か
ら

1
週
間
の
日
程
で
タ
イ
王

国
チ
ェ
ン
マ
イ
市
を
訪
問
し
て
友
好
を
深

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
月
お
日
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

お
見
送
り
を
い
た
だ
き
、
一
行
幻
名
は
チ

ェ
ン
マ
イ
市
を
こ
の
眼
で
直
に
見
れ
る
と

い
う
こ
と
で
大
き
な
期
待
と
喜
び
を
胸
に

出
発
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
市
で
は
、
タ
ン
ト
ラ
ノ
ン

ト
市
長
や
カ
セ
ム
議
長
を
は
じ
め
と
す
る

大
勢
の
チ
ェ
ン
マ
イ
市
の
皆
さ
ん
の
こ
ぼ

れ
ん
ば
か
リ
の
笑
顔
の
出
迎
え
を
い
た
だ

き
、
ま
た
市
役
所
表
敬
訪
問
、
市
民
と
の

交
流
会
、
満
月
祭
り
の
見
学
、
大
学
病
院

や
小
学
校
の
訪
問
、
企
業
訪
問
な
ど
の
数

多
く
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
チ
ェ
ン

マ
イ
市
民
の
心
暖
ま
る
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
団
員
一
同
心
か
ら
の
感
謝
と
感
動
を

抱
い
て
ロ
月

2
日
未
明
に
全
員
無
事
に
魚

津
へ
戻

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
夏
の
よ
う
な
爽
や
か
な
空
気
、
落
ち

着
い
た
古
都
の
た
だ
ず
ま
い
、
そ
し
て
新

し
い
発
展
の
槌
音
な
ど
多
く
の
チ
ェ
ン
マ 団

長

石

ネ青
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イ
市
を
体
験
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
う

れ
し
く
、
今
回
の
訪
問
が
私
に
と
っ
て
も
、

ま
た
団
員
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
も
実
り
あ

る
訪
問
で
あ

っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
豊
か
な
歴
史
と
微
笑
の
街
チ

ェ
ン
マ
イ
市
と
の
友
好
親
善
を
よ
り

一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な
体
験

を
こ
れ
か
ら
の
市
政
発
展
に
活
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
回
の
訪
問
に
際
し
、
市

議
会
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
や
団
体
の
皆

さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
て
友
好
親
善
の
翼

の
帰
国
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

今
に
も
雪
が
降
り
そ
う
な
寒
風

吹
き
す
さ
む
日
月
お
日
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
見
送
ら
れ
、
私
た

ち
友
好
親
善
の
翼
一
行
は
チ
ェ
ン

マ
イ
へ
と
出
発
し
た
。
私
に
と
っ

て
未
知
の
世
界
で
あ
る
チ
ェ
ン
マ

イ
へ
の
期
待
と
少
し
の
不
安
を
胸

に
抱
き
な
が
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
国
際
空
港
で
、
タ

ン
ト
ラ
ノ
ン
ト
市
長
を
は
じ
め
市

関
係
者
の
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、

私
の
不
安
は
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
。

チ
ェ
ン
マ
イ
は
、

緑
が
多
く
、

そ
し
て
伝
統
文
化
と
か
つ
て
の
王

宮
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
歴
史
の

深
い
街
。

こ
の
地
を
訪
れ
た
人
は

皆、

一
度
は
こ
の
地
に
住
み
た
い

と
思
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

思

っ
た
。

市
関
係
者
と
の
交
流
会
が
そ
の

日
に
聞
か
れ
た
。
言
葉
は
通
じ
な

い
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後

に
は
せ
り
込
み
蝶
六
と
タ
イ
民
謡

を
輪
に
な

っ
て
踊
り
、
楽
し
い
一

時
を
過
し
た
。

市
施
設
と
し
て
小
学
校
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
気
温
初
度

チ
ェ
ン
マ
イ
に

触
れ
て

松
倉
青
年
団雛

形

雅

美

近
い
炎
天
下
の
中
を
全
校
生
徒
が

私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
。
眼
が

合
う
と
恥
か
し
そ
う
に
手
を
合
わ

せ
、
微
・
笑
み
な
が
ら
挨
拶
を
し
て

く
れ
た
子
供
た
ち
が
か
わ
い
ら
し

く
思
え
た
。

タ
イ
の
学
校
教
育
制
度
は
、
六

・

一二
・三
・
四
制
で
日
本
と
同
じ
で
あ

っ
た
が
、
義
務
教
育
は
小
学
校
ま

で
だ
そ
う
だ
。
授
業
に
は
散
髪
や

民
芸
品
製
作
な
ど
の
実
習
も
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
散
髪
の
実
習
中
で
、
手
付

は
な
か
な
か
の
も
の
で
あ

っ
た
。

私
は
こ
の
研
修
で
、
た
く
さ
ん

の
発
見
と
出
会
い
を
し
、
普
通
の

旅
行
で
は
得
ら
れ
な
い
感
動
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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21名
精ニ(市長)

順治(産業経済部長)

昭禎(企画広報室)

貝団

広報うおづ

参加
川

藤
石

後

堀

河崎直道

玉野千恵子

高倉甚太郎

高岸和男

松 崎 久 昭

竹 上邦 子

の翼日程
市役所出発。大阪からバンコクへ。

バンコクからチエンマイへ。 日本

領事館、チェンマイ市役所表敬訪

問。チェンマイ市代表との交流会。

エレクトロ ・セラミ ック ・タイラ

ンド社視察。j前月祭り見学。

象キャンプ、 ドイステープ寺院、

蘭園、シルク ・銀細工工場見学。

満月祭り見学。

チェンマイ大学、付属病院、小学校

見学。バンコクからチェンマイへ。

水上マーケ ッ ト、暁の寺院、エメ

ラルド寺院、王宮見学。

バンコクから大阪へ。

市役所着(深夜)

富居 猛

雛 形雅美

牧 野健吉

伊東紀 一

慶 野達二

大愛和歌子

主皇

団長

管理者

管理員

団員

小野山卓爾

慶伊靖浩

仲 俣新一

北 原俊郎

中林越郎

山本明正

(5) 

来見
11月25日

26日

27日

28日

30日

12月1日

2日

29日

日
本
の
国
際
化
が
言
わ
れ
て
か

ら
久
し
く
、
最
近
は
地
方
の
こ
の

魚
津
の
町
に
も
国
際
化
の
波
が
波

及
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
際
交
流
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
方

法
が
あ
り
ま
す
が
私
は
「
ト

ッ
プ

レ
ベ
ル
の
交
流
」
か
ら
「
市
民
レ

ベ
ル
の
交
流
」
そ
し
て
「
よ
そ
行

き
の
交
流
」
か
ら
「
ふ
だ
ん
着
の

交
流
」
等
が
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
今
回
団
員
の
一
員

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

「第

3
回
チ
ェ
ン
マ
イ

・
魚

津
友
好
親
善
の
翼
」
は
正
に

実
質
的
な
市
民
参
加
の
心
温

ま
る
交
流
で
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
思
い
出
の
中

で
私
は
エ
レ
ク
ト
ロ

・
セ
ラ

ミ
ッ
ク

・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

的
年
8
月
の
操
業
以
来
ア

ル
ミ
ナ
セ
ラ
ミ

ッ
ク
基
板
製

造
の
先
端
技
術
を
こ
の
地
域

の
人
々
に
教
え
、
ま
た
若
い

女
性
た
ち
の
「
自
の
良
さ
」

「
手
先
の
器
用
き
」
と
言
う

友
好
親
善
の
翼
に

参
加
し
て

魚
津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

慶

野

達

ニ

長
所
を
最
大
限
に
生
か
し
、
着
々

と
成
績
を
伸
ば
し
て
お
ら
れ
る
様

子
を
聞
き
、
こ
れ
こ
そ
真
の
国
際

交
流
、
国
際
平
和
へ
の
貢
献
で
あ

り
同
時
に
魚
津
の
誇
り
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
で
は
た
く
さ
ん
の

人
々
に
微
笑
み
と
「
サ
ワ
デ
ィ
カ

ッ
プ
」
に
迎
え
ら
れ
今
回
の
訪
問

が
誠
に
な
ご
や
か
で
楽
し
い
も
の

で
あ
り
、
永
く
私
の
記
憶
に
残
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
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市の決算を公表邑車亙昌
『水と緑につつまれた ゆとりと

うるおいのあるまち』をめざして

効率的な予算執行に努めました。

1
6
1億
9
、2
0
5万
円
の
使
い
道

一

般

会

計

5
憶

8、
4
6
5
万
円
の
黒
字

平
成

4
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は、

歳
入

1
6
8憶
5
、
2
5
9万
円

歳
出

1
6
1
憶

9
、2
0
5
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引
額
で

あ
る
形
式
収
支
は
、

6
憶

6
、
0
5
4

万
円

(
前
年
対
比
日

・
3
%増
)
、
純

剰
余
金
で
あ
る
実
質
収
支
は
、

5
億

般

之為
三三

計

8
、
4
6
5
万
円

(
前
年
対
比

5
・
2

%
増
)
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
し
た
主
な
事
業

建
設
事
業
費

駅
西
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
北
鬼
江
吉
島
線
立
体
交

差
事
業
、
文
化
の
圏
整
備
事
業
、
西

布
施
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
、
市

街
地
再
開
発
事
業
、
川
の
瀬
市
営
住

宅
建
設
事
業
な
ど

日
億
5
、0
0
9
万
円
(お
・
5
%

人
件
費

件
費

職
員

・
議
員

・
委
員
の
人

お
億
0
、8
5
1
万
円
(初
・
4
%

積
立
金

減
償
基
金
な
ど
の
積
立

6
億
2
、5
8
6
万
円
(
3
・
9
%
)

公
債
費

市
債
の
償
還

ロ
億

3
、9
2
2
万
円

(7

6
%

物
件
費

公
園

・
小
中
学
校

・
総
合

体
育
館
な
ど
の
管
理

日
億

3
、9
1
3
万
円
(
9
・
5
%

扶
助
費

生
活
保
護

・
老
人

・
身
体

障
害
者
の
措
置

ロ
億

7
、1
7
1
万
円

(7

9
%
)

歳出総額161億9.205万円 (対前年比0.9%の増)

教育費 2胤 5師円 (18.3%)

民生費 28億5.564万円 (17.6%) I 
虫'，.......................v""，u... ，w 宮跡話 器説話 、 '"...u. f4・『出合宿5=

総 務費 26億7，859万円(1-6.6%)1
出 :4，'，:.:;;')itA.xo7h:YA I.p t 

土木費 お億5.820万円(同)j
招待話 出 44 油 田町'C.;;.X; 割

農水産業林費 14億3，036万円 1(8.8%) 
部 4>>;:.# 日Jr， 出土 Jt 呼~::~王手段

公債費 l胤問円 I(7初)
出 av F記f.:':: ，'u:Z 京信訴事~a%:-:柑 55 

衛 生費 l 9億3.890万円 (5.8%)
Hr<<::# 24持:草創宇部昔話 .a 、

その他 15億2.6師円 1(9.4%) 
高(='"w :;::柑 Z F蛇毛穴:向田，J. 羽田町:

~億8 附円 (42 . 0%) 市 税
持掛招提出車両:昨日掛::=;:;;::位制剤師:蛇苦闘士号品育的認説中::>>":.~:::::-..::::~:ø.

24億0，728万円(14.3%) 地 方

文付税
出白開封間平明拍車説者 問視高密訴:拙>>:蚊史的';:::::市部制 'l-:'制4・ :':(0:-

~細則円(9.6% ) 市 債
詰:s;:::~~~<;::球時士主主F士主主主幹:::x.::::::~百世再起'::~:河:::~;)古平話w..:::*::' 士耳::，~，挽~~

11晴 7.830万円(9.4%) 国庫
支出金

10ft1 ， 649万円~協) 県支出金
耐強掃説副主主義語訟;政問~~:お完売l'>

5億9.349万円(3.5%)r 繰越金
凶地欄九時覗

5億1叩 円(3.0%)1_ 諸収入

i叩，8717]
減措鉱泉国間:3:持号制砂町提唱持呼日制〆ぺ拙注視地誌 る白持政

歳入総額168億5.259万円 (対前年比1.3%の増)
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平成4年度

水道事業会計の決算

6億0.230万7千円

5億5.663万9千円

4.566万8千円

o収入

o支出

o純利益

繰
出
金

土
地
開
発
基
金
、
老
人
医

療
等
会
計
へ
の
繰
出
金

そ
の
他

叩
億

8
、0
1
0
万
円
(
6
・
7
%

日
億

7
、7
4
3
万
円
(
8
・
5
%

。
年
金
資
金
積
立
金
還
元
融
資
事
業

。
水
力
発
電
周
辺
地
域
交
付
金
事
業

平
成
4
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の

う
ち
、
前
東
域
簡
易
水
道
増
補
改
良

工
事
に
は
年
金
資
金
積
立
金
の
融
資

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
水
力
発
電

周
辺
地
域
交
付
金
を
受
け
て
、
東
蔵

用
水
路
の
改
修
工
事
と
平
沢
防
火
水

槽
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

平成4年度は、第三次拡張事業計画の12年度目にあたり、

次の事業を実施 しました。

〔配水管布設工事等〕 市道慶野 l号線配水管布設工事

外12件 4，464m 1億(4，274万 5千円

〔増補改良工 事〕 市道文化町 5号線配水管布設替

工事外16件 3，433m 1億 496万 3千円

〔受 託 工 事〕 県道沓掛魚津線配水管布設替工

事外11件 4，391万 3千円

〔業務状況〕

o給水人 口

o給水戸 数

0年間総配水量

0年間給水量

0年間有効水量率

40.107人

11.780戸

4.492.885ni 

3.596.596ni 

83.0% 

特

方リ

A 
Z三

計

会計名 歳 入 歳 出

下水道 19億4，617万円 19億4，587万円

農 業
3億1，450万円 3億1，422万円

集落排水

簡易水道 6，475万円 6，391万円

国民
26億1，009万円 25億2，830万円

健康保険

老人
39億0，109万円 38億5，509万円

保健医療

農業共済 1，786万円 1，786万円

水族館 2億2，388万円 2億2，367万円

合計 90億7，834万円 89億4，892万円

手ヰ 目 金 額 科 目 金 古賀

営業費用 379，295 営 業 収 益 580，071 

平成 原水及び浄水費 35，146 給水収益 481，938 

配水及び給水費 53，448 受託工事収益 88，158 

受託工事費 76，888 その他営業収益 9，975 

総 係 費 89，104 営業外収益 22，236 

減価償却費 124，078 受取利息 22，223 

資産減耗費 130 雑 収 少.DI々t 13 

その他営業費用 501 

営業外費用 177，344 

支払利息 176，187 
千 雑支出 1，157 
円

当年度純利益 45，668 

メ口入 計 602，307 メロ入 計 602，307 

科 目 金 古買 科 目 金 額

固定資産 2，851，675 流動負債 108，860 

平成 土 地 70，053 未 払 金 47，987 

建物 72，604 前受金 3，631 

構築物 2，530，615 上下水道料金預り金 44，887 

機械及び装置 170，800 その他流動負債 12，355 

車 両 運 搬 具 2，720 資本金 3，028，707 

工具、器具及び備品 4，842 自己資本金 260，561 

施設 利 用 権 41 借 入 資 本 金 2，768，146 

流動資産 638，811 剰余金 352，919 

現金 預 金 531，687 資本剰余金 62，779 
千 未 収 金 91，822 利益剰余金 290，140 
円 貯 蔵 ロロロ 5，302 

その他流動資産 10，000 

i口k E十 3，490，486 メ口入 言十 3，490，486 
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J
U給
付
わ
た
し
た
ち
の
国
保

保
険
年
金
課
保
険
係
企
但

'
2
2
0
0
内
線

1
4
1
・1
4
2

欄欄~側関~側関州側欄側側関側側側関関側側欄側関州側州側~~~平成 6 年 1 月

国
民
健
康
保
険
(
以
下
国
保
)
は
地
域
に
住
む
人
が
所
得
に

応
じ
て
資
金
(
保
険
税
)
を
出
し
合
い
、
こ
れ
に
国
も
出
資
(
補

助
金
、
負
担
金
等
)
し
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
一
人
ひ
と
り
の

負
担
を
少
な
く
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
生
ま
れ
、
舎
で
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
期
内
納
税 A

の ι幻)}
推，動 y

進 K斗j

国
保
税
を
納
め
な
い
人
が
多
く
な

る
と
健
全
な
運
営
が
で
き
な
い
ば
か

り
か
制
度
の
維
持
が
困
難
に
な
り
ま

す
。

こ
の
た
め
加
入
者
一
人
ひ
と
り

が
納
期
内
に
納
め
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
、
っ
。

納
期
は
七
月
、
九
月
、
十
一
月
、

一
一
月
の
四
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
期
ま
で
の
納
期
が
終
っ
て
い

ま
す
。

税

と

医

療

費

保
険
税
の
額
は
基
本
的
に
、
そ
の

年
の
医
療
費
に
応
じ
て
決
め
ま
す
。

加
入
者
が
支
払
、
っ
自
己
負
担
金
と

国
等
の
負
担
分
を
引
い
た
残
り
を
保

険
税
で
ま
か
な
い
ま
す
。

保
険
税
の
決
め
方

保
険
税
は
、
次
の
四
つ
の
こ
と
を

基
本
と
し
て
決
め
ま
す
。

納
付
の
責
任
は

世
帯
主
で
す

保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
を
納
税
義
務
者
と
い
い
ま
す
。

世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
な
か
に

加
入
者
が
い
れ
ば
保
険
税
は
世
帯
主

が
納
め
ま
す
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

口
座
振
替
の
利
用
手
続
を
さ
れ
る

と
納
付
期
日
に
合
わ
せ
て
、
指
定
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ
ま

す
の
で
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
納
期
ご
と
に
金
融
機
関
や
市
役

所
の
窓
口
へ
来
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
多
忙
な
人
に
は
大
変
便
利

な
制
度
で
す
。

(
詳
細
に
つ
い
て
は
税
務
課
ま
で
)

理を作ることができました。例えばアメリカでは11月の第

4木曜日に rThanksgivingJ という感謝祭があります。昔、

ヨーロ ッパ人がアメリカに来たとき 食べ物があまりあり

ませんでした。しかし、インディア人からいろいろな食べ

物をもらって助けてくれましたから今でもこの日を祝いま

す。今年英語を勉強する市役所の職員にThanksgiving料理

を作って上げました。この料理は七面鳥やトウモロコシで

{乍ったものですが、みなさんいっぱい食べました。これか

らもいろいろな料理を作

ると思います。

今月から国際的な料理

教室をするつもりですが、

興味があれば私に電話し

てください。(企画広報

室 ft22-2200)

将来に国際的なレスト

ランを聞いたほうがいい

かも知れないね。(冗談)

じゃ、今年もよろしく

お願いします。

キャシィーのう.ヲ目認
(魚津市国際交流員 キャサリン・ピータース)

HAPPY NEW YEAR // 

みなさん、おもちをたくさん食べましたか?私は日本の

お正月ははじめてですが、‘今年も頑張ろうという気持ちで

一杯です。

先日、健康センターに行って来ました。サンタクロース

の制服を着て子供たちと一緒に遊びました。本当にとても

楽しかったけど、サンタの服が凄〈赤いしあご髭が長いか

ら、初めてサンタに会ったとき 、子どもたちは心のなかで

サンタがとても変な人に見えたかもしれない。それにアメ

リカではサンタはいつも大きな声で「ホ、ホ、ホノ」と言

います。部屋に入って「ホ、ホ、ホノ 」 と言ったとき 、多

くの子供たちは喜んだけど二人か三人ぐらいは泣きました。

私も子どものころ同じ経験がありました。サンタになる前

に子供たちのために友達と一緒にクリスマス ・クッキーを

たくさん作りました。アメリカでは毎年このようなク ッキ

ーを作るからとても懐かしかったんです。

この 3週間はクリスマス ・クッキーの他にたくさんの料
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印
の
任
・
・
・
・
国
民
年
金

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
怨
但

E
2
2
0
0
内
線

1
4
3

・14
4

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
叩
歳
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
権
利
と
義
務
が
生
じ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
、
大
切
な
義
務
の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
保
険
料

を
納
め
、
給
付
費
用
の
一
部
を
国
が

負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り

ゃ
障
害
者
の
方
な
ど
に
年
金
を
支
給

す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

加
歳
に
な
っ
た
ら
加
入

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
初
歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
お

成

人

1
月
四
日
(
成
人
の
日
)

市
民
会
館
大
ホ

i
ル

受

付

午

前

9
時

i

式
典
午
前
刊
時
i

広報うあ、づ(9) 

式
年
寄
り
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
み
な
さ
ん
の
生
活
も

保
障
し
ま
す
。

ま
た
、
会
社
な
ど
で
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

自
動
的
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

学
生
さ
ん
も
加
入
義
務

平
成
3
年
4
月
か
ら
、
初
歳
以
上

の
学
生
の
み
な
さ
ん
も
全
員
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

加
入
手
続
き
は
、
住
民
登
録
を
し

て
い
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当

窓
口
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
学
生
に
は
一
般
的
に
収
入

が
な
い
こ
と
か
ら
、
本
人
及
び
親
元

の
所
得
を
基
準
に
、
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保

険
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

O
成
人
該
当
者

昭
和
必
年

4
月

2
日
か
ら
昭
和
的

年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
に
は
年
賀

状
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
は
案
内
状
を
ご
持
参
く
だ
さ

g
n
|
2
2
0
0
 
内
線
4
4
1

鵠

学

告

~ 
告
同

作
品
魚
津
市
奨
学
資
金
(
貸与奨学生
)

-
貸
与
金
額

。
短
大

・
大
学
な
ど

県
内
月
額

2

8
、
0
0
0
円
以
内

県
外
月
額

4

0
、
0
0
0
円
以
内

。
高
専

1
1
3
年
生

月
額

1

3
、
0
0
0
円
以
内

4
1
5
年
生

月
額

2

8
、
0
0
0
円
以
内

。
高
等
学
校

月
額

1

3
、
0
0
0
円
以
内

※
身
体
障
害
程
度
が

1
級
か
ら

4
級

の
方
に
つ
い
て
は
、
貸
与
額
を

5

割
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

.
募
集
人
数
(
予
定
)

短
大

・
大
学

7
名
程
度

高
専

・
高
校

2
名
程
度

A
V
借
り
ら
れ
る
方

・
魚
津
市
内
居
住
者

・
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

・
品
行
方
正
で
学
業
成
績
優
秀
な
方

.
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が

あ
る
方

-
富
山
県
奨
学
資
金
・日
本
育
英
会
・

母
子
福
祉
資
金
な
ど
他
の
学
資
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

A

マ
受
付
期
間

1
月
初
日
(木

)
1
2
月
お
日
(
金
)

・
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

g
n
|
2
2
0
0

内
線
4
3
1

第

4

回
晒
屋
孫
人
奨
学
基
金
(
給
付
奨学生
)

-
給
付
金
額

月
額

1

3
、
0
0
0
円

(
奨
学
金
は
返
還
す
る
こ
と
を
要

し
な
い
)

-
募
集
人
員

1
名

.
奨
学
生
の
資
格

・
魚
津
市
に
居
住
す
る
者
で
、
魚
津

市
立
中
学
校
を
卒
業
(
平
成
6
年

3
月
卒
業
見
込
み
)
し
、
か
つ
富
山

県
内
の
高
等
学
校
に
在
学
予
定
の
者

.
学
業
人
物
と
も
優
秀
な
者

-
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
@
給
付
期
間

正
規
の
最
短
修
業
年
限

.
申
し
込
み
期
限

3
月

7
日
(
月
)
ま
で

.
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一T
m
富
山
市
桜
町

1
1
4
1
1

安
田
信
託
銀
行
富
山
支
庖

公
益
信
託
「晒
屋
孫
人
奨
学
基
金
」

事
務
局

宮

(
0
7
6
4
)
犯

1
1
6
1
5
1
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備問

うおづ福祉の祭典
「第 1回うおづ.福祉の祭典」が、11月21日、市農協会

館で行われました。

この祭典は、日ごろの福祉活動を知ってもらおう

と、市と社会福祉協議会が開いたもので、福祉関係

施設やボランティア団体などのみなさんが協力参加

しました。

大ホールのふれあい演芸ひろばでは、保育園児や

老人クラブのみなさんが、歌や踊りなど楽しい舞台

を披露。ゲームゃくじ、綿菓子などのお楽しみコー

ナーは、子どもたちに大人気だったようです。

福祉施設や福祉団体の活動を紹介した/マネル展示

や、健康、介護、育児相談コーナーも設けられ、た

くきんの人でにぎわいました。

広報うおづ側関側 関 側 関 側関側関一一一一側関側関側関側関側関関…平成 6年 1月

ふ
る
さ
と
再
発
見
:
:
:
⑨

小
川
寺
の
獅
子
舞

小
川
寺
の
春
秋
の
祭
礼
は
、
観

音
堂
境
内
で
奉
納
さ
れ
る
獅
子
舞

で
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

右
手
右
足
、
左
手
左
足
を
一
緒

に
出
し
て
跳
ね
る
よ
う
に
踊
る
天

狗
を
先
頭
に
、
腰
を
曲
げ
両
手
を

広
げ
て
頭
を
左
右
に
動
か
し
て
舞

う
パ
パ

2
人
と
振
袖
の
扶
を
ゆ
っ

く
り
肩
ま
で
打
ち
振
り
な
が
ら
歩

く
ア
ネ
マ
が
続
く
。
そ
し
て
そ
の

後
を
地
を
は
う
よ
う
に
二
人
獅
子

が
舞
う
。

こ
の
獅
子
舞
は
、
春
秋
の
祭
礼

の
ほ
か
、
か
つ
て
は
「
宮
田
の
祭
礼
」

に
も
舞
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
火
祭

り
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
獅
子
舞
は
古
い
様
式
を
残
し

て
お
り
、
神
仏
混
靖
の
行
事
で
あ
る

こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

昭
和
田
年
に
市
の
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
小
川
寺
獅
子
舞
保
存
会

が
継
承
保
存
に
努
め
て
い
る
。

あ
の
人

ζ
の
ク
h
w
l
フ

し
ん
き
ろ
う
の
創
作
童
話
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た

竹

洋

平

君

本
江
小
学
校
5
年

「
本
物
の
し
ん
き
ろ
う
は
、
ま
だ

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

夏
休
み
に
し
ん
き
ろ
う
の
話
を
聞
い
て

と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
」
と
応

募
の
動
機
を
話
す
竹
洋
平
君
。

竹
君
の
作
品
「
お
地
蔵
様
と
し
ん

き
ろ
う
」
は
、
新
川
青
年
会
議
所
が

募
集
し
た
か
し
ん
き
ろ
う
の
童
話
H
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コ
ン
ク
ー
ル
で
、
小
学
校
の
部
の
最

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
魚
津
市
長
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

病
気
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
も
う

一
度
し
ん
き
ろ
う
を
見
せ
て
あ
げ
た

い
と
願
う
主
人
公
ゆ
り
こ
。
す
ぐ
消

え
て
し
ま
う
し
ん
き
ろ
う
に
困
り
、

諏
訪
神
社
の
お
地
蔵
様
に
願
か
け
を
す

る
。
願
い
を
聞
い
た
お
地
蔵
様
は
、

ろ
な
お
地
蔵
さ
ん
を
見
て
歩
い
た
こ

し
ん
き
ろ
う
に
掛
け
合
い

、
ゆ

り

こ

と

が

、
童
話
に
生
か
さ
れ
た
よ
う
で

の
願
い
を
か
な
え
る
と
い
う
お
話
。
す
。

「
童
話
で
は
、
人
の
持
つ
や
さ
し
「
今
度
は
、
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

さ
や
思
い
や
り
を
表
現
し
た
か
っ
た
。

と
ぜ
ひ
本
物
の
し
ん
き
ろ
う
を
見
て

初
め
て
童
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

た
が
、
ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
れ
ば
し
た
。

応
募
し
た
い
」
と
話
す
洋
平
君
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

お
地
蔵
さ
ん
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、

は
作
品
集
と
な
り
、
図
書
館
や
市
内

夏
休
み
の
自
由
研
究
で
お
地
歳
き
ん
の
小
中
学
校
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

を
取
り
上
げ
た
こ
と
か
ら
だ
と
言
い
で
、
み
な
さ
ん
も
一
度
ご
覧
に
な
っ

ま
す
。
友
だ
ち
と

2
人
で
、

い
ろ
い
て
く
だ
さ
い
。

川二
気
迄
仇
と
ズ
h
F
ス
…学
ち
ゃ
ん

角
的
吉
守
，

Sλ
富

山

品

川

叫

W
M
V
d績
割
噌

紙

谷

虹

ん

く
ん
(
哲
夫

・
順
子
き

佐

々

木

膨

ち
ゃ
ん
(
勝

・
龍
子
さ

ん
夫
妻
の
次
男
)

仏
国

ん

夫

妻

の

長

女

)

火

の

宮

町

平
成
4
年

5
月

お

日

生

ま

れ

平

成

4
年

6
月

1
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

元
気
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
ネ
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
、
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
子
に

育
っ
て
ね
。
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消
防
本
部
か
ら

危
険
物
取
扱
者
試
験

-
試
験
日

2
月
初
日
(
日
)

・

種

目

乙

種
第

4
種

-

会

場

富
山
工
業
高
校

・

受

付

1
月
刊
日
宵
)
i
m
日
未
)

・
申
込
・
間
合
先

市
消
防
本
部
予
防
課

告

μ
|
0
2
9
5

消
防
出
初
式

1
月
6
日
(
木
)

午
前
叩
時
r

}

魚
津
市
役
所
付
近

魚
津
神
社
な
ど

県
道
駅
前
通
り
及
び
市
役
所
前
通

り
で
、
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊
の
分

列
行
進
及
び
市
役
所
前
公
園
で
全
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま

す
。こ

の
後
、
魚
津
神
社
で
鎮
火
祈
願
、

大
泉
寺
で
義
勇
塔
の
参
拝
、
市
中
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

一
斉
放
水

・
市
中
パ
レ
ー
ド
時
に

は
、
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で、

ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

救
助
艇

雄
山
丸
の
出
初
式

1
月
9
日
(
日
)

午
前
叩
時
j

魚
津
港
南
区

(
上
口
補
助
港
)

航
海
安
全
祈
願
、
潜
水
隊
員
に
よ

る
救
助
訓
練
、
雄
山
丸
に
よ
る
海
難

救
助
訓
練
及
び
一
斉
放
水
を
行
い
ま

す
。1

月
お
日
は

文
化
財
防
火
デ

l

一
昨
年
の

日
月
初
日
、
イ
ギ
リ
ス

西
部
に
位
置
す
る
ウ
イ
ン
ザ

l
城
で

発
生
し
た
火
災
は
、
同
城
の
一
角
を

占
め
る
公
式
用
の
宮
殿
内
部
を
燃
え

尽
く
す
大
火
災
と
な
り
ま
し
た
。
原

因
は
人
為
的
な
も
の
で
、
域
全
体
の

3
分
の

l
を
焼
失
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

王
朝
の
古
き
良
き
時
代
を
伝
え
る
美

術
品
な
ど
莫
大
な
損
害
を
出
し
ま
し

た
。日

本
に
も
法
隆
寺
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
泰
平
の
昔
か
ら
引
き
継
が

れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
が
た
く
き

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
そ
の
中
に
過
去
焼
失
し
た
も
の
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
も
の
は
、
そ
の
文
化
的
価
値
が

無
く
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

文
化
財
の
焼
失
原
因
の
多
く
は
、

放
火
・

失
火
と
い
っ
た
人
的
な
も
の

で
あ
り
、
何
よ
り
も
一

人
ひ
と
り
が

文
化
財
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

魚
津
市
で
は
、
1
月
初
日
の

H

文

化
財
防
火
デ

l
o
に
、
特
別
天
然
記

念
物
埋
没
林
博
物
館
で
自
主
消
防
訓

練
を
行
い
ま
す
。

資
格
申
請
の
手
続
き
を
・
.

建
設
工
事測

量
業
務
な
ど

車
用
昌
司
九
、
汁

U

--=ロ
4
5
7
4
4

一

参
加
資
格
審
査

市
が
平
成

6
年
度
に
発
注
す
る
建

設
工
事

・
測
量
業
務
な
ど
の
請
負
に

つ
い
て
、
次
に
よ
り
入
札
参
加
資
格

の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

(
平
成

5
年
2
月
に
申
請
し
た
方
は

申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

・
受
付
期
間

2
月

1
日
(
火

)
i
m
日
(
月
)

(土

・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
)

・
受
付
時
間

午
前

9
時

i
午
後

4
時
初
分

・
申
請
・
間
合
先

市
役
所
総
務
課
行
政
係

E
n

|
2
2
0
0
内
線
2
2
1

※
申
請
書
は
期
限
に
遅
れ
な
い

よ
う

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
位
回
魚
津
市
民
体
育
大
会

第

お

回

ス

キ

l
競
技
会

-
日
時

2
月
6
日
(
日
)

午
前

8
時
初
分

i

糸
魚
川
シ
ー
サ
イ
ド
パ

ス
キ
l
場

市
内
の
小
学
生
以

上
の
在
住
者
、
ま

た
は
通
勤

・
通
学

者無
料

大
回
転

レ

-
会
場

O
参
加
資
格

O
参

加

料

0
種

目

。

種

別

④
凶
歳
以
上
初
歳
以
下
の
部

〔
個
人
戦
〕

③
幻
歳
以
上

M
歳
以
下
の
部

・
小
学
生

1
・
2
年

生

の

部

⑤

お

歳

以

上

位

歳

以

下

の

部

・
小
学
生

3
・
4
年

生

の

部

③

必

歳

以

上

の

部

・
小
学
生
5

・
6
年
生
の
部

・
高
校

・
一
般
女
子
の
部

(
各
男
女
の
部
)

・
無
差
別
の
部

-
中
学
生
男
子
の
部

〔
団
体
戦

1
小
学
校
対
抗
戦
〕

・
中
学
生
女
子
の
部

・
男
子
対
抗
戦
の
部

・
高
校
生
男
子
の
部

・
女
子
対
抗
戦
の
部

・
一
般
男
子
の
部

・
男
女
混
合
対
抗
戦
の
部

・
申
込
期
限

1
月
初
日
(
水
)
必
着

-
申
込
・
間
合
先

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

8
2
1
2
2
0
0内
線

4
5
1



平成 6年 1月一一一一…一一一…一一側一
受
講
生
募
集

や
さ
し
い

英
会
話
教
室

英
会
話
教
室
の
受
講
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

講

師
• 
日

-
場

• 
且
Jι 

• 
対

-
定

-
受
講
料

広報うおづ(13) 

時
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ピ

l
タ

i
ス

(
魚
津
市
国
際
交
流
員
)

1
月
汎
日
(
月
)

1
3
月
初
日
(
月
)

毎
週
月
曜
日

員象付所

午
後

7
時
初
分

1
9
時

魚
津
市
役
所

1
月
4
日
(
火

)
i

国
際
交
流
係

償
却
資
産
の

申
告
を

申
告
期
限
は

1
月
引
日

平
成

5
年
「
桑
山
」
ス
ポ
ー
ツ
賞
に

山
田
慎
選
手
(
ス
キ
l
)
が
決
定

-・・・圃.

を 設氏※ J~ι 山 手贈
与一立五五. 市 田 表がら全
え年し津山 a・圃・・内 慎彰決れ固
た間た市~ _.聞曹司・・E 貝 一 式まる大
撃に長士ス F 司田手はり 、会
Tス 山 去 ポ Y-h-1 新ま 、ま魚な
にポ 7通| 註 々 、 ，... ~回 だ l し津ど

贈 | 合 りツ 1 -hjf 富じ月た市で

去五[皇賞 LlJ手:J ド昔 。暴露
ミ更生 28A怪童溢hh-Uこ 山し

iiG;: ..... ・h孟量薗a・・・高 16魚会妄の桑・・・・・・・・・・・校歳津 ス優
な宏寄山 市ポ秀
ど F 付貴 役!な
でに金金 000所 ツ成
活 よ 6 属が長場国 ・・ 会全で 賞績
躍り円、代期野 | 際回大で国行 にを
し制 1表待オアス転回 2 中わ 、収
、定 U 取さリメキ 転種字れ スめ

市さと締れンリ|競競目校ま キた
民れ ι役てピカ連技技入スす |ス
にた Z社い ソ ・ 盟 賞キ 。 のポ
大表基長るクカ公 7 4 言 | 山|
き彰金桑 。へナ認位位内選 田ツ
な制と山 の ダ 大 山手 慎選
感度し征 出遠会 I'JJ 権 一手
動 。て洋場征出 大 選に

-市政情報テレホン・サービス

fi22-3600 

・キャプテン・サービス(テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所男子(月~木)

女子(金 ・土 )宮24-8841

・税務テレホン・サービス(税務相談室

富山分室) 宮 0764-31-9222

・健康テレホン・サービス(県保険医協

会) fi0764-42-0003 

12月のテーマ

(月) 寒さと脳卒中

(火) 赤ちゃんの顔の歪み

(水) 胃のもたれ

(木) 歯ブラシ以外の歯磨き用具

(金) 眼内レンズ

(土 ・日) 残尿感の原因

一
般
市
民
(
学
生
除
く
)

初
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
)

無
料

・
申
込
・
間
合
先

iご寄付ありガとう

ございましだ今称.~. .>:.:.. ::、 宮 市
ー<22 IE: 

. I画
砂社会福祉基金として I 2 広

魚津市相撲協会 250，000円 I 2 報
高温賢治吉島 30，000円 181
岩田豊 和 本 江 新 町 27，117円 | 内

|線
桑山 みよ 中央通り 二丁目 55，000円| 2 

魚津市役所職員互助会 30，000円 I 0 

....善意銀行へ I 7 

有沢武雄本町二丁目 10，000円

魚津カラオケ友好会 100，000円

朝野之博東 町 21，000円

宮河 嗣大光寺 12，000円

本江校下老人クラブ連合会 98，417円

高松正 義東京都日野市 15，000円

吉島保育園母の会 10，000円

(省)三井自動車友の会天神町手庁 3，000円

高野山真言宗寺族婦人会富山支部

25，210円

森 美子本江新町 16，409円

黒瀬ファミリー 相木 3，000円

魚津市立西部中学校生徒自治会

30，000円

歳末助け合い民謡の集い会場募金

118，547円

(省)魚津銀金吉島 5，000円

大江重男東蔵 3，000円

ユニー(楠魚津庖 14，390円

紺屋町ときわ会 8，750円

吉田 秀保中央通り二丁目 100，000円

栗岡輝夫本江 50，000円

寺 田弥太郎住吉 200，000円

魚津市役所職員互助会 27，630円



(14) 

あなたと|三三主三三

F書館
~ 22--:-0462~. 

1月の日曜開館 C 
9・23日 C

翌月曜日は休館です。 C

広報うおづ欄欄欄欄欄欄欄駄鴻欄 欄欄 欄欄 関関 欄関 側側 欄欄 欄欄 欄側 関側欄関闘機、W側側関関側関駄W 平成 6年 1月

無
限
の
海
へ

読
書
の
旅
立
ち
・
・・・・・⑩

新
年
を
迎
え
身
が
ひ
き
し
ま
る
思

い
が
し
ま
す
が
、
意
を
新
た
に
し
て

よ
り
親
し
ま
れ
る
図
書
館
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

知
っ
た
か
ぶ
り
音
楽
論

三

枝

成

彰

ハ

l
ト
に
聞
け

T
B
S
テ
レ
ビ

こ
ん
な
時
代
に
誰
が
し
た

ビ
ー
ト
た
け
し

二
O
三

九

年

の

真

実

落

合

信

彦

法

廷

学

い

ろ

は

和

久

峻

三

〈
文
学
・
小
説
〉

キ

ト

キ

ト

の

魚

室

井

滋

老

い

の

楽

し

み

沢

村

貞

子

人

生

は

す

ぎ

ゆ

く

岩

谷

時

子

小
鳥

の

食

卓

杉

本

苑

子

長

い

道

程

堀

和

久

お
察
し
く
だ
さ
い
イ

ッ
セ
l
尾
形

ビ
ッ
グ

・
ノ
l
ウ

ェ

ア

上

下

J
・
エ
ル
ロ
イ

〈
富
山
の
本
〉

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
立
山

し
ん
き
ろ
う
の
お
は
な
し

新
川
青
年
会
議
所

〈
犬
の
本
〉

お
正
月
に
な
る
と
急
に
人
気
者
に

な
る
の
が
そ
の
年
の
え
と
。
十
二
支

は
時
刻
や
方
角
を
示
す
語
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ち
な
み
に
成
は
西
南
西

午
後
8
時
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

犬
に
関
し
た
本
は
、
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

ザ

・
ド
ッ
グ
ケ
ア
犬
と
楽
し
く
暮

ら
す
知
恵
満
杯
事
典

ペ
ッ
ト
フ

l
ド
に
ご
用
心
ノ

押
川
亮
一

イ
ヌ
は
な
ぜ
人
間
に
な
っ
く
の
か

沼
田
陽
一

犬

の

系

譜

椎

名

誠

学
歴
の
な
い
犬
(
上
下
)
西
村
寿
行

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
ま
で

2
週
間
で
、
無
料
で
す
。

図
書
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
吉
川
誠
一
様

マ
大
愛
浩
美
様

並
木
町

友

道

古
文
書
解
読
会

。
と

1
月
日
日
(火
)

午
後
1
時
加
分
l

広
田
寿
三
郎
先
生

き

O
講

デ巾
叩

A
μ
h
H
 

戸
島
文
書
研
究
会

。
と

1
月
口
日
(月
)-m
日
(念

午
後
1
時
初
分

i

き

森

竹

っ 祥

干 子
主ち
校 や

キん

学
校
で
は
ど
ん
な
遊
び
が
好
き
?

と
い
う
質
問
に
、
花
い
ち
も
ん
め
、

お
に
ご
っ
こ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
お
手

玉
、
タ
イ
ヤ
運
び
:・
ま
だ
ま
だ
次
々

に
出
て
き
ま
す
。

好
き
な
本
は
、
動
物
の
出
て
く
る

童
話
で
す
。

と
き
ど
き
弟
に
本
を
読
ん
で
あ
げ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
い

草
が
な
原
本
で

読
む
読
書
会

1
月
お
日
(
火
)

午
後
l
時
却
分
j

今
回
か
ら
「
堤
中
納
言
物
語
」
を

テ
キ
ス
ト
に
し
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
は
図
書
館
で
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。
代
金
1
、
0
3
0
円

。
と

き

市

民

会

館

催

物

2
n
l
1
3
0
2
 

魚津市成 平年成6 
初典関式出々 魚津市消機防 平年成6 

催

物

式人 名

AM土 15 AM 6 
10 日 10日 と l

時祝 時 不 き

関 関 イ庸
係 係
者 者 考

"'J 

一一J

し
ょ
に

1
月
の
お
し
ら
せ

日
日
(
火

工
作

に
わ
と
り
と
ひ
よ
こ

映
画

同
日
(
火

お
日
(
火

と
う
き
ち
と
む
じ
な

工
作

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
を

つ
く
ろ
う

午
後
4
時

1

魚
津
市
立
図
書
館

幼
児

1
小
学
生

と

き

対と

象ろ」
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

合

M
|
2
4
0
2

1
月
の
行
事

交
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り

7
日
(
金
)
午
後

2
時

l

ゲ
ー
ム
遊
び
を
し
た
後
、
み
ん
な

で
ホ

ッ
ト
ケ
ー
キ
・を
焼
い
て
食
べ
ま

す
。友

達
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

食
か
る
た
大
会

お
日
(
土
)
午
後

2
時

i

み
ん
な
で
作
っ
た
大
型
か
る
た
で

遊
び
ま
す
。

参
加
対
象
は
小
学
生
で
す
。

食
ビ
デ
オ
会

時
日
(日
)
・
初
日
(旦
午
後

2
時
f

}

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日
、
祝
日



(15) 広報うおづ 平成 6 年 1 月 側関側側側側関側側欄悶悶悶欄側側欄関側~州側側~欄州側側~欄~

1888年の主なできごと明ヲ周
1 月 1・富山労災病院に産婦人科新設 8・6月定例市議会 (-21日)

6・吉島サッカースポーツ少年団

全国少年サロンサ ッカ一選手

権大会で優勝

9・本江小学校プール (ドーム型 9・皇太子さま雅子さま結婚の儀

開閉式プール)が完成 ・ 24・北鬼江吉島線立体交差事業が

12・皇太子さま雅子さま納釆の儀 完成

・消防出初式 15・魚津水族 館 入 館 者 300万人 ・県展巡回展(-27日)

10・市武道合同稽古初め会 を突破 7 月

15・成人式新成人1，000人 17・水仙フェステ ィパル 3・名誉市民吉田忠雄氏 死去

22・精神薄弱者通所作業所 rjっか 7月30日追悼の会

くさ作業所」増築工事が完成

24・ミラージュランドにスーノマー

レオ (チェーンタワー)新設

25・しんきろうロードレース大会

全国から2，367人参加

5 月

7・H6高校総体実行委員会を設

置

24・魚津っ子雪まつり 11・北陸新幹線スーパー特急魚津

31・井出妙子さん国体スピード 駅停車促進同盟会総会

スケート競技500mで3位 18・臨時市議会

2 月 議長にj畢崎尚武氏、副議長

l・井出妙子さん国体スピード に窪田信夫氏が就任

スケート 1，000mで 2位 24・岩城宏之&オーケストラ・ア

7・市民体育大会スキー競技会 ンサンプル金沢室内コンサー

・能登沖地震が発生 卜

県内で震度 4を記録 28・竹田賢治さん 全日本マスタ

17・国民年金オンライン・システ ーズ陸上競技大会 3，000mI樟

ムがスター卜 害で優勝

24・県道阿弥陀堂魚津停車場線天 30・!被国のろし祭り

神山トンネル建設工事が着工 松倉城 ・升方城 ・金山城

3 月 6 月

1・林護くん 全日本スキー選手 1・「老人保健福祉計画」策定委員会

権大会スーパ一大回転で 2位

2・3月定例市議会 (-19日)

議員定数を削減(26人→24人)

14・金山谷郷土文化保存伝習館が

完成

28・市中小企業優良モデル工場に

広浜建材(槻 ・(欄石崎建材社を

指定

4 月

1・市役所の行政組織機構を改正

(一室三部制→一室四部制)

.北陸新幹線スーパー特急魚津

駅停車促進同盟会事務局を設

置

11・市民体育大会

20種目に5700人参加

.市農業委員会委員選挙

12・魚崎雄大 くん 全日本卓球選

手権大会で3位

13・高速道路救助救急訓練

18・衆議院議員選挙

24・全国スポーツ少年団軟式野球

大会北信越大会 (-25日)

26・キ ャサリン ・ピータースさん

国際交流員として来市(一年間)

28・フラワーロード(-8月下旬)
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888隼の主なできごと 8~， e周
月

4・全国大学女子軟式野球大会(-

8日)最多26チーム参加

7・魚津まつり(-9日)

・県民体育大会総合開会式(桃

山陸上競技場)

10・埋没林博物館、入館者20万人

を突破

・石倉高広さん

権大会で優勝

・魚住真也くん 全国少年少女

林道選手権大会で3位

31・経団小学校グラウンド改修工

事が完成

世界林道選手

8 

月

1・東城地区農業集落排水事業が

完成

2・平成 5年市政功労者表彰

12人 5団体を表彰

・ふるさと講演会

講師尾島俊雄氏

・市民文化祭(-7日)

7・市長杯争奪高等学校野球大会

12・一日部長

25・チェンマイ ・魚津友好親善の

翼 (-12月 2日)

26・県新川文化ホール (仮称)開

館プレフォーラム

11 

月

6・12月定例市議会 (-20日)

11・イルミラー ジュuozu点灯

(- 1月30日予定)

20・桃山運動公園芝生運動広場が

完成

12 

月

8・広浜良子さん 世界ベテラン

ズ陸上選手権大会 l万mで優

勝

12・岡崎つゆきん107歳(県内最高齢)

13・北陸新幹線糸魚川・ 魚津間建

設工事起工式

14・消防合同庁舎新築工事起工式

16・日本大相撲魚津場所

17・魚津・黒部・入善問駅伝競走大会

23・商工フェア (-24日)

「学校週 5日制の今日的課題

について」発表会

24・さかな祭 り

27・岡島峰子さん 国体ソフトボ

ール競技 (県選抜)で 3位

28・大崎栄ー さん 国体馬術競技

で優勝

31・オーケストラ ・アンサンプル

金沢魚津公演

10 

月

10・9月定例市議会(-24日)

12・県民スポーツ大学校テニス教

室講師神和住 純 氏

18・天皇杯全日本軟式野球大会(-

19日)

24・農村環境改善センター建設工

事を着工

9 

記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
で
も
日
本
で
も
大

き
な
変
革
が
あ

っ
た
年
で
し
た
。
今

年
は
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

、
「
ノ
ム
M

。
私
も
広
報
と
い
う
新
し
い
仕
事
を

担
当
し
、
自
分
自
身
の
中
で
大
き
な

変
革
が
あ

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

今
年
は
、
「
変
革
か
ら
前
進
へ
L

を
テ

ー
マ
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、
み

な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
広
報
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。(

I
)
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
歳
に
も
な
る
と
現
実
に
慣
れ

て
し
ま

っ
て
、
4
7を
描
〈
H

と
い
う

こ
と
が
無
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
新
し
い
年
へ
の
期
待
感
か
ら
で

し
ょ
う
か
・・・
ほ
ん
の
小
さ
な
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
こ
の
先
こ
う
あ

っ
て
ほ

し
い
と
い
う
程
度
の
も
の
で
す
。
悔

い
の
な
い
選
択
と
行
動
で
夢
を
実
現

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

久
し
ぶ
り
に
持
っ
た
夢
。
正
月
の

さ

ん

が

に

句

三
箇
日
だ
け
で
忘
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

(
Y
)

@ 本紙は 森林資源保護のため再生紙を使用しています。
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印刷/魚津印刷株式会社

(平成 5年12月 1日現在)

人口 (前月対比)

(男)23.735人 (ー30)

(女)25.595人 (一15)

計 49.330人(-45) 

世帯数 14.606世帯

(外国人の登録を含む)

市の人口

編集/企画広報室


